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昨
年
の
漢
字
一
文

字
は
「
金
」。
▼
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ

シ
ュ
の
印
象
が
強

か
っ
た
の
か
！　

鹿

児
島
県
出
身
で
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

銀
メ
ダ
ル
の
福
元
美
穂
＝
指
宿
市
出

身
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
銅
メ
ダ
ル

の
迫
田
さ
お
り
＝
鹿
児
島
市
出
身
と

新
鍋
理
沙
＝
霧
島
市
出
身
、
あ
ら
た

め
て
お
め
で
と
う
！　

▼
「
金
」
と

言
え
ば
や
は
り
純
「
金
」。
菱
刈
鉱

山
「
金
」
鉱
石
の
埋
蔵
量
予
想
が
、

新
た
に
30
ｔ
増
え
約
１
８
０
ｔ
で
あ

る
と
発
表
さ
れ
た
。
採
掘
は
１
９
８

５
年
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
約
２
０

０
ｔ
が
産
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

25
年
分
ほ
ど
の
埋
蔵
量
と
な
る
。
菱

刈
鉱
山
の
金
の
1
ｔ
当
た
り
の
含
有

量
は
世
界
最
高
で
あ
り
、
世
界
平
均

の
８
倍
、
世
界
第
２
位
の
南
ア
フ
リ

カ
の
金
鉱
石
10
ｇ
／
ｔ
と
比
較
す
る

と
４
倍
の
含
有
量
に
な
る
。「
金
」

価
格
は
こ
の
10
年
で
約
四
倍
の
高
騰

と
な
っ
て
い
る
、
我
々
の
懐
も
高
騰

と
な
っ
て
欲
し
い
。
▼
シ
ニ
ア
世
代

が
選
ぶ
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
の

１
位
は
、「
迷
」
で
２
位
は
「
乱
」。

昨
年
の
政
治
は
「
迷
」
い
、
年
末
の

総
選
挙
で
は
「
乱
」
と
な
っ
た
。
民

主
党
は
惨
敗
し
、
自
民
党
が
復
権
し

た
。
２
０
０
９
年
民
主
党
政
権
に
託

し
た
、
国
民
生
活
や
地
域
を
大
事
に

す
る
、政
治
の
透
明
性
、慣
れ
あ
い
・

し
が
ら
み
か
ら
の
脱
却
等
々
に
つ
い

て
、有
権
者
の
思
い
は
不
変
で
あ
る
。

旧
来
の
利
権
構
造
の
復
活
は
誰
も
望

ま
な
い
。
▼
政
治
と
経
済
が
「
迷
」

走
し
な
い
こ
と
を
願
う
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
東
幸
也
連
合

鹿
児
島
会
長
は
、
昨
年
末
の
衆
議
院

選
挙
に
つ
い
て
、「
厳
し
い
審
判
が

下
っ
た
が
、
働
く
も
の
の
代
表
と
し

て
広
く
国
民
の
声
を
受
け
止
め
て
、

与
野
党
間
の
真
摯
な
論
議
で
必
要
な

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」、「
官
公
の

職
場
で
も
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
活

動
の
棚
卸
を
行
い
、
民
間
と
官
公
の

組
合
が
力
を
発
揮
し
て
魅
力
あ
る
連

合
に
し
て
い
こ
う
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

連
合
の
目
指
す
参
加
型
社
会
に
つ

い
て
は
、
未
組
織
労
働
者
を
含
め
た

全
て
の
働
く
人
や
働
く
こ
と
を
望
む

人
々
を
結
集
し
て
、
共
に
行
動
を
起

こ
し
て
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
情
熱
を

も
っ
て
行
動
・
活
動
し
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
で
は
、
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児
島

県
知
事
、森
博
幸
鹿
児
島
市
長
の
他
、

民
主
党
、
社
民
党
、
国
民
新
党
の
各

代
表
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

新
春
講
演
会
を
開
催

　

新
春
旗
開
き
に
先
立
ち
講
演
会
が

行
わ
れ
、「
人
権
の
確
立
を
求
め
る

道
こ
そ
多
様
性
に
富
ん
だ
活
力
あ
る

社
会
へ
の
道
」
の
演
題
と
「
男
女
共

同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
基
本
的
理

解
」
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
、
た
も
つ
ゆ

か
り
氏
（
オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア
代
表
）

が
講
演
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
女
平

等
を
当
然
の
前
提
と
し
た
上
で
、
さ

ら
に
、
男
女
が
各
人
の
個
性
に
基
づ

い
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
保

障
す
る
（
個
人
の
尊
重
）
も
重
要
な

基
本
理
念
で
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

連
合
鹿
児
島

４
０
０
名
が
参
加
し
て
新
春
旗
開
き
を
開
催

　

連
合
鹿
児
島
は
１
月
10
日
、「
２
０
１
３
新
春
旗
開
き
」
を
鹿
児
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
、
組
合
員
や
来
賓
の

伊
藤
祐
一
郎
鹿
児
島
県
知
事
、
森
博
幸
鹿
児
島
市
長
な
ど
約
４
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
働
く
も
の

の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
そ
の
力
を
結
集
し
て
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
を
築
く
た
め
に
全
力
を
あ

げ
て
い
く
こ
と
や
、
夏
の
参
院
選
で
は
連
合
推
薦
候
補
者
全
員
の
当
選
を
目
指
し
て
組
織
の
総
力
を
上
げ
て
取
り

組
む
こ
と
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

政
策
を
推
進
す
る
よ
う
新
政
権
に
求

め
て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

民
主
党
が
候
補
者
を
擁
立
で
き
な

か
っ
た
５
区
に
つ
い
て
は
、「
候
補

者
擁
立
に
貢
献
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
反
省
し
て
い
る
。
次
に
生
か
す
た

め
に
県
民
か
ら
評
価
さ
れ
る
行
動
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

会
長
出
身
組
織
の
電
機
関
連
企
業

で
は
、
企
業
閉
鎖
や
構
造
改
革
で
多

く
の
組
合
員
が
退
職
し
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、「
こ
れ
を
対
岸
の
火
事
と

し
て
見
る
こ
と
な
く
、
労
働
組
合
と

し
て
常
に
経
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
労

使
体
制
の
確
立
や
経
済
状
況
を
見
極

め
て
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
す
る
必
要

東連合鹿児島会長の挨拶

会場の様子
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九州で頑張るＮＰＯのみなさまへ

〈ろうきん〉では、ボランティア預金「ＮＰＯパートナーズ」の寄付金と、<ろうきん>の拠出金
を財源とした「ＮＰＯ助成」制度を設けています。九州で頑張るＮＰＯの皆さま、是非ともご活
用ください。<ろうきん>の理念である「人々が喜びをもって共生できる社会の実現」に共感い
ただける皆さまの積極的な応募を心よりお待ち申し上げております。
http://kyusyu.rokin.or.jp/（申請用紙も取得できます。）
◇募集期間
　2013年２月15日（金）
　　～2013年３月31日（日）
◇助成金額：1,560万円
　　　　　　（九州全体）
①鹿児島県内の助成額：210万円
②１団体当りの助成上限額：30万円
※一部助成となる場合があります。
◇対象となる団体
○主たる事務所が九州ろうきんの営業エリア内
にあるＮＰＯその他のボランティア団体等
とします。

※団体の規模や法人格の有無は問いません。
◇対象となる事業活動
　九州ろうきんの営業エリアにおいて行われ、
支援することが適切と認められるものとしま
す。
◇選考基準
①活動の目的が明確で、社会性があること
②資金使途が明確であること
③先駆的・モデル的な活動であること
※他の助成団体から重複して助成を受けている
場合は対象外とします。

◇必要書類
○ろうきん所定の申請用紙（上記HPから取得
できます）、および、決算書その他の必要書
類

※ご提出いただいた書類は返却いたしません。
◇スケジュール
　応募団体審査　　　　2013年４月中旬
　助成決定通知　　　　2013年４月下旬
　助成フォーラム日程確定　　〃
　助成フォーラム開催　2013年５月
　助成金振込　　　　　2013年５月下旬
※選考は、各地区「ろうきんＮＰＯ助成審査委
員会」が行う。

◇応募方法および提出先・問い合わせ先
　所定の申請書にご記入の上、添付資料ととも
に下記住所まで郵送にてお送り下さい。

九州ろうきん鹿児島県本部
　　「ＮＰＯ助成」係（担当：安楽）
　〒892-8533
　　鹿児島市山之口町5-2
　　　　　　　　　℡099-225-2217

※応募方法等の詳細については、上記の当庫
ホームページにてご確認下さい。

第10回　九州ろうきん
「ＮＰＯ助成」募集概要のご案内

募集期間
２月15日（金）～
　　３月31日（日）

　

鹿
児
島
市
天
文
館
で
12
月
25
日
、

鹿
児
島
県
本
部
・
鹿
児
島
支
店
の
職

員
８
名
が
、新
商
品『
マ
イ
プ
ラ
ン
・

Ｂ
ｅ
サ
イ
ド
』
の
チ
ラ
シ
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　

ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
お
仕
事
帰
り

の
方
を
含
め
沢
山
の
方
が
行
き
交

い
、「
ろ
う
き
ん
、
が
ん
ば
っ
ち
ょ
ん

ね
！
」
の
声
を
掛
け
て
下
さ
る
方

も
。
準
備
し
た
５
０
０
部
の
チ
ラ
シ

は
小
一
時
間
で
あ
っ
と
い
う
間
に
品

切
れ
に
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
⁉
）
と
な
り
、
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
に
「
知
ら
せ
る
」
こ
と
で
新
商

品
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
会
員
の
み
な

さ
ま
と
の
協
同
を
大
切
に
し
つ
つ
、

ろ
う
き
ん
を
知
ら
せ
る
運
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

鹿
児
島
市
の
県
立
短
期
大
学
に
お

い
て
１
月
８
日
、
片
野
田
鹿
児
島
県

本
部
副
本
部
長
を
講
師
に
、『
働
く

人
と
と
も
に
歩
む
協
同
組
織
金
融
機

関
と
し
て
の
労
働
金
庫
』
と
題
し
、

第
二
部
商
経
学
科
の
学
生
30
名
に
対

し
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
、

１
．
労
働
金
庫
の
成
り
立
ち
、
２
．

労
働
金
庫
法
か
ら
み
る
労
働
金
庫
の

特
徴
、
３
．
他
の
金
融
機
関
と
の
大

き
な
違
い
、４
．
ろ
う
き
ん
の
理
念
、

と
し
て
、戦
前
・
戦
後
の
混
乱
期
に
、

高
利
貸
し
か
ら
仲
間
を
守
る
た
め
、

働
く
者
の
手
で
「
労
働
金
庫
」
設
立

の
機
運
が
高
ま
っ
た
時
代
背
景
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
設
立

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
、
労

働
金
庫
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
現

状
及
び
こ
れ
か
ら
担
う
べ
き
役
割
な

ど
に
つ
い
て
、
労
働
金
庫
法
、
並
び

に
ろ
う
き
ん
の
理
念
に
基
づ
き
、
約

１
時
間
半
の
講
義
を
し
ま
し
た
。
出

席
者
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

新
商
品『
マ
イ
プ
ラ
ン
・
Ｂ
ｅ
サ
イ
ド
』

街
頭
チ
ラ
シ
配
布

鹿
児
島
県
本
部
・
鹿
児
島
支
店

福
祉
金
融
機
関「
ろ
う
き
ん
」と

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
教
宣

鹿
児
島
県
本
部

新
店
舗
の
起
工
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た加

治
木
支
店

「こんにちは！ろうきんです！！
新商品『マイプラン・Ｂｅサイド』、
よろしくお願いします（＾O＾）/」

熱心に聴き入る県立短大
『非営利組織論』の聴講生

刈
かりそめ

初之
の ぎ

儀での
押川県本部長

出席された来賓の
みなさま

　

霧
島
市
に
お
い
て
１
月
17
日
、
来

賓
14
名
、
工
事
関
係
者
８
名
、
労
金

職
員
５
名
が
出
席
し
、
加
治
木
支
店

新
店
舗
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
神
宮
宮
司
に
よ
る
神
事
、

玉
串
奉
奠
等
の
後
、
施
主
を
代
表
し

て
押
川
県
本
部
長
が
、「
漸
く
こ
の

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝

し
た
い
。
日
々
発
展
を
続
け
る
姶

良
・
霧
島
地
区
の
中
で
こ
の
地
に
新

店
舗
を
構
え
ら
れ
る
こ
と
を
皆
様
と

と
も
に
喜
び
合
い
た
い
。
今
後
、
今

ま
で
以
上
に
会
員
・
利
用
者
に
親
し

ん
で
頂
け
る
店
舗
作
り
に
努
め
て
い

く
。
事
故
な
く
工
事
が
完
了
し
、
新

店
舗
の
移
転
・
開
設
日
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
切
に
願
う
」
と
挨
拶
。
ま

た
、
来
賓
を
代
表
し
、
片
野
坂
姶
良

伊
佐
地
域
労
福
協
会
長
（
加
治
木
支

店
推
進
委
員
長
）
よ
り
、「
県
内
で

も
有
数
の
発
展
性
を
誇
る
、
伸
び
行

く
霧
島
地
区
に
店
舗
を
構
え
る
こ
と

が
で
き
る
運
び
と
な
っ
た
。
利
便

性
が
向
上
す
る
こ
と
と
も
な
り
、
会

員
・
利
用
者
全
員
で
喜
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
従
前
の
店
舗
が
設
置
さ
れ

て
い
る
姶
良
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め

ら
れ
る
。
店
舗
が
移
転
す
る
こ
と
に

伴
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と

と
な
ら
な
い
よ
う
、
工
夫
し
た
店
舗

運
営
を
お
願
い
し
た
い
。今
後
と
も
、

よ
り
一
層
の
発
展
に
向
け
、
会
員
・

利
用
者
一
丸
と
な
っ
て
店
舗
運
営
を

盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
」
と
い
う
趣

旨
の
ご
挨
拶
を
頂
き
終
了
し
ま
し

た
。完

成
予
定
：
平
成
25
年
７
月
中
旬

（
７
月
下
旬
移
転
予
定
）

移
転
先
住
所
：
霧
島
市
国
分
中
央

５
丁
目
８
９
４
（
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
ゴ
ト
ー
建
材
館
サ
ッ
シ
部

跡
地
）

属
団
体
の
枠
を
超
え
て
の
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
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「
２
０
１
２
健
康
ウ
オ
ー
ク
」に
参
加

鹿
児
島
支
店
退
職
者
友
の
会

労
働
金
庫
の
設
立
に
つ
い
て
学
習
＆
交
流

出
水
支
店
推
進
委
員
会
・　
　
　

青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

大
島
支
店
推
進
委
員
会

祝
！
店
舗
開
設
30
周
年
!!

徳
之
島
支
店
推
進
委
員
会

爽やかな空の下、爽やかな笑顔で「ハイ、チーズ！」

DVD学習で“ろうきん”の
理解を深めました

あいさつする柚木推進委員長“六調” で盛り上がる出席者たち

　
「
２
０
１
２　

健
康
ウ
オ
ー
ク
」

（
南
日
本
新
聞
社
他
共
催
）
が
11
月

23
日
、
鹿
児
島
市
烏
帽
子
岳
自
然
遊

歩
道
に
て
開
催
さ
れ
、
友
の
会
の
14

名
（
子
供
２
名
を
含
む
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

肌
寒
い
雨
上
が
り
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

５
㎞
、
10
㎞
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
、
健
康
づ
く
り
に
勤
し
み
ま

し
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
バ

　

奄
美
市
住
用
町
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

パ
ー
ク
で
12
月
８
日
（
土
）、
大
島

支
店
推
進
委
員
会
活
動
強
化
イ
ベ

ン
ト
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
16
チ
ー

ム
・
79
名
の
方
に
参
加
頂
き
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
会
員
相
互

指
宿
相
談
セ
ン
タ
ー
も
移
転
オ
ー
プ

ン
（
１
月
28
日
よ
り
）
し
ま
し
た

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
リ

ゾ
ー
ト
で
12
月
15
日
、
徳
之
島
支
店

開
設
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を

開
催
し
、
沖
永
良
部
島
の
会
員
を
含

む
20
会
員
82
名
が
出
席
し
て
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
福
田
氏

（
支
店
推
進
委
員
・
Ｊ
Ｐ
労
組
奄
美

　

出
水
市
の
鶴
丸
会
館
に
お
い
て
12

月
12
日
、
61
名
と
い
う
多
く
の
方
に

参
加
頂
き
、
２
０
１
２
年
度
出
水
支

店
推
進
委
員
会
・
青
年
女
性
推
進
委

員
会
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
労
働
金
庫
の
成

り
立
ち
や
現
代
社
会
に
お
け
る
社
会

的
役
割
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を
行

い
、
労
金
運
動
の
必
要
性
等
に
関
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は

お
待
ち
か
ね
の
交
流
会
。
豪
華
商
品

が
当
た
る
抽
選
会
や
単
組
・
会
員
紹

介
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し

た
。ま
た
、

多
く
の
会

員
の
方
に

参
加
頂
い

た
こ
と

で
、
普
段

あ
ま
り
接

す
る
こ
と

の
な
い
所

群
島
支

部
）
の
軽

妙
な
司
会

で
始
ま

り
、
実
行

委
員
長

の
柚
木

氏
（
徳
之

島
支
店
推

進
委
員

属
団
体
の
枠
を
超
え
て
の
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

の
親
睦
・

交
流
を
深

め
る
こ
と

と
な
り
ま

し
た
。
各

コ
ー
ス
で

ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が

出
る
度
に

歓
声
が
上

が
り
、
楽

し
い
大
会

と
な
り
ま

し
た
。

「2012健康ウォーク」参加者のみなさん

タ
ー
手
作

り
体
験
や

ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
等

の
催
し
に

も
参
加
し
、

親
子
の
ふ

れ
あ
い

や
、
自
然

と
の
共
生

を
楽
し
む

一
日
と
な

り
ま
し
た
。

長
・
南
西
糖
業
労
組
）
よ
り
「
昭
和

57
年
９
月
６
日
に
出
張
所
を
開
設
し

て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
労
働
者

福
祉
を
目
指
し
て
労
金
運
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
30
周
年
を
機
に
さ

ら
に
地
域
に
根

ざ
し
た
ろ
う
き

ん
と
し
て
、
職

員
・
推
進
委
員

会
役
員
一
同
頑

張
り
た
い
」
と

力
強
い
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓

祝
辞
・
祝
電
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
披

露
・
会
員
表
彰

と
続
き
、
記
念

式
典
終
了
後

の
祝
賀
会
で

は
、
黒
潮
太
鼓
に
始
ま
り
、
伊
仙
町

役
場
・
消
防
会
員
の
バ
ン
ド
、
徳
之

島
町
役
場
職
員
の
手
品
、
徳
洲
園
職

員
の
島
歌
・
奄
美
六
調
と
出
し
物
が

披
露
さ
れ
、
会
場
は
一
気
に
お
祝
い

ム
ー
ド
に
。
最
後
の
六
調
で
は
参
加

者
全
員
で
踊
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
・
祝
賀
会
で
の
大
い
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
明
日
へ
の
活
力
と
し
、今

後
の
労
金
運
動
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　本誌第626号の６面、「私もひ
とこと」欄の「全タイヨー労働
組合・押領司真人さん」の肩書
きについて、「全タイヨー労働
組合中央執行副書記長」と記載
すべきところ、「鹿児島南支店
青年女性推進委員会　推進委員
（全タイヨー労働組合書記）」と
記載しておりました。お詫びし
て訂正いたします。

《お詫び》
　

鹿
児
島
県
の
道

路
拡
張
に
伴
い
、

指
宿
相
談
セ
ン

タ
ー
も
移
転
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

１
月
28
日
よ
り
新

店
舗
（
新
築
賃
貸

物
件
）
で
の
業
務

が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

《
新
住
所
》

〒
８
９
１
―
０
４
０
３

　

指
宿
市
十
二
町
５
３
７
―
１

℡
０
９
９
３
―
24
―
２
１
１
１

　
（
電
話
番
号
は
変
更
な
し
）
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■推進キャンペーン中の推進チラシ 組
合
員
の
皆
さ
ま
と
全
労
済
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強

く
、
深
め
る
た
め
に
積
極
的
な
活
動
を
展
開
中
！

「
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
ご
案
内

　

全
労
済
で
は
、
２
０
１
３
年
１
月
～
同
年
３
月
末
日

ま
で
の
間
、｢
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

　

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
左
記
の
内
容
を
目
的
と

し
て
お
り
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
各
協
力
団
体

の
皆
さ
ま
や
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
ぐ
り

ん
ぼ
う
各
拠
点
へ
ご
来
店
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
①

推
奨
共
済
の
チ
ラ
シ
の
配
布
、
②
個
別
で
の
相
談
窓
口

の
設
置
、
③
掛
金
見
積
も
り
等
を
精
力
的
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
訪
問
の
全
労
済

職
員
や
各
ぐ
り
ん
ぼ
う
店
舗
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

｢

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

の
取
り
組
み
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る

た
め
に
、
今
月
号
と
来
月
号
に
お
い
て
、｢

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

に
関
連
し
た
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
別
号
で
は
、｢

交
通
事
故
の
危
険｣

に
関
連
し
た
内
容
と
い

た
し
ま
す
。

⑴
交
通
事
故
の
発
生
件
数

　

皆
さ
ま
は
、年
間
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

内
閣
府
の｢

平
成
24
年
版
交
通
安
全
白
書｣

の
調
べ
で
は
、
平

成
12
年
よ
り
10
年
間
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
23
年
の
交
通
事

故
発
生
件
数
は
６
９
１
，
９
３
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
件
数
を
時
間
で
換
算
す
る
と
、｢

１
分
間

で
１
・
４
件｣

の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

減
少
傾
向
と
い
え
ど
も
、
数
値
自
体
は
非
常
に
高
い
こ
と
が
認
識

で
き
ま
す
。

⑵
高
額
賠
償
事
故
の
増
加

　

交
通
事
故
の
種
別
は
、｢

物
損
事
故｣

｢

人
身
事
故｣

と
に
分
け

ら
れ
ま
す
が
、
高
額
な
賠
償
事
故
の
判
例
も
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
左
表
は
そ
の
一
例
で
す
。

「
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
概
要

　

｢

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

は
、
次
の
３
つ
の
共

済
を
積
極
的
に
案
内
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
全
労
済
が
自
信
を
持
っ
て
お
勧
め

で
き
る
商
品
で
す
。

「
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
の
推
奨
共
済

「
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
連
動
し
た
取
り
組
み

【
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
】

⑴
近
年
、
特
に
社
会
的
に
も
関
心
度
が
高
ま
っ
て

い
る
次
の
危
険
に
対
し
て
、
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

①
交
通
事
故
の
危
険

②
火
災
や
自
然
災
害
、
地
震
等
の
危
険

⑵
危
険
に
対
し
て
、「
備
え
る
こ
と
」
の
必
要
性

を
ご
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と

⑶｢

備
え
」
に
向
け
て
、
全
労
済
商
品
を
積
極
的

に
伝
え
る
こ
と
で
、
皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
選
択
肢
を
お
届
け
す
る
こ
と

　

①
火
災
・
自
然
災
害
共
済

　

②
自
賠
責
共
済

　

③
マ
イ
カ
ー
共
済

　

｢

交
通
事
故
の
発
生
状
況｣

や｢

高
額
賠
償
事
故｣

等
を
踏

ま
え
る
と
、
万
一
の
備
え
で
あ
る
、『
自
賠
責
共
済
』
と
任
意
の

『
マ
イ
カ
ー
共
済(

保
険)

』
で
の
備
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
．
近
年
の
交
通
事
故
の
特
徴
点

物損事故
被害物件 認定総損害額
積荷

（呉服・洋服等） ２億6,135万円

店舗
（パチンコ店） １億3,580万円

電車・線路・家屋 １億2,036万円
電車 １億1,347万円
積荷 6,124万円

人身事故
様態 認定総損害額

後遺障害 ３億8,281万円
後遺障害 ３億7,886万円
死亡 ３億6,750万円

後遺障害 ３億6,243万円
後遺障害 ３億5,978万円
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⑴
自
賠
責
共
済
は
「
強
制
保
険
」

　

高
額
な
賠
償
額
を
加
害
者
負
担

と
し
て
し
ま
う
と
、
被
害
者
が
十

分
な
補
償
額
を
受
け
取
れ
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

被
害
者
へ
の
補
償
が
確
実
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
、「
自
賠
責
共
済
」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
意
味
合
い
か
ら
、
自
動
車
運
行

の
際
は
強
制
的
な
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
の
始
期
契
約
に
つ
い
て
、
政
府

の
自
賠
責
保
険
審
議
会
に
て
、
自
賠
責
共
済
の
掛
金
改
定
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
共
済
掛
金
改
定
の
概
要

　

ご
契
約
者
負
担
と
な
る
共
済
掛
金
は
、全
車
平
均
す
る
と
、

13
・
５
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

⑵
任
意
の
マ
イ
カ
ー
共
済
加
入
の
必
要
性

　

お
客
様
よ
り
、「
何
故
、
マ
イ
カ
ー
共
済
（
保
険
）
の
加
入

が
必
要
な
の
？
」
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
ま
す
が
、
端
的
に

言
え
ば
、
自
賠
責
共
済
だ
け
で
は
十
分
な
補
償
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

交
通
事
故
は
、
い
つ
何
時
、
被
害
者
・
加
害
者
に
な
る
か

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
を
想
定
し
、
マ
イ
カ
ー
共
済
で
十

分
な
「
備
え
」
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
カ
ー
共
済
は
数
多
く
の
魅
力
を
兼
ね
た
商
品
で
す
。

ま
ず
は
、
試
し
に
掛
金
見
積
も
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

｢

全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ
う｣

で
は
、｢

地
域

の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
す
る｣

と
い
う
観
点
か
ら
、
毎
月
週
1

回
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
な
ど｢

わ
た
し
ス
タ

イ
ル
塾(

各
種
セ
ミ
ナ
ー
）｣

を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、｢

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

か
ご
し
ま｣

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

場所／全労済ぐりんぼう鹿児島　４階会議室　　住所／鹿児島市城南町7-28　※駐車場完備
お申し込み・お問い合わせ先／〔ワーク・ライフ・バランスかごしま〕　TEL：090－8228－6649（担当：平野）
　※希望される講座をお申し込みください。（１回のセミナーから受講いただけます。）
　※講座料金には材料費・資料代・お茶代・お菓子代が含まれています。
　※定員が５人に満たない場合は中止させていただく場合がありますのでご了承ください。

①
自
賠
責
共
済
は｢

人
身
事
故｣

の
み
の
補
償
で
す
。

｢

物
損
事
故｣

や｢

愛
車
の
補
償｣

に
つ
い
て
は
、

任
意
の
マ
イ
カ
ー
共
済(

保
険)

が
必
要
で
す
。

②
高
額
事
故
に
備
え
る
た
め
に
は
、自
賠
責
共
済
の
補

償
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

【
自
家
用
乗
用
車
24
カ
月
契
約
の
場
合
】

　

現
行
２
４
，
９
５
０
円
か
ら
、
改
定
２
７
，
８
４
０
円

【
自
家
用
軽
四
輪
乗
用
車
24
カ
月
契
約
の
場
合
】

　

現
行
２
１
，
９
７
０
円
か
ら
、
改
定
２
６
，
３
７
０
円

２
．
自
賠
責
共
済
と
マ
イ
カ
ー
共
済
の
意
味
合
い

　
　（
加
入
の
必
要
性
）

自
賠
責
共
済
「
平
成
25
年
４
月
掛
金
改
定
」
の
ご
案
内

（
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
の
始
期
契
約
よ
り
）

✿
❀「
わ
た
し
ス
タ
イ
ル
塾
」の
ご
案
内
❀
✿

２０１３年３月の講座紹介

自賠責保険（共済）による
「被害者救済」の実現

〈３つの責任〉
行政上の

責任
刑事上の

責任
民事上の

責任

被害者の受けた
損害の賠償

損害 損害の範囲 支払限度額(被害者１名あたり)

傷害による損害 治療関係費、文書料、
休業損害、慰謝料 最高120万円

後遺障がいによる損害 過失利益、慰謝料等
後遺障がいの程度により、第１級：
最高3000万円、第14級：最高75万
円等

死亡による損害 葬儀費、死亡本人お
よび遺族の慰謝料等 最高3000万円

死亡するまでの傷害に
よる損害

治療関係費、文書料、
休業損害、慰謝料 最高120万円

⑵
改
定
の
背
景

　

今
回
の
掛
金
改
定
の
背
景
は
、

平
成
20
年
４
月
の
保
険
料
改
定
に

遡
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
当
時
、
自
賠
責

保
険
審
議
会
で
は
、「
過
去
か
ら

の
累
計
収
支
残
等
を
平
成
24
年
度

ま
で
の
5
年
間
で
還
元
し
、
そ
の

上
で
、
そ
の
後
、
本
来
の
掛
金
水

準
に
戻
す
こ
と
」
を
前
提
に
大
幅

な
掛
金
引
下
げ
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
不
安
定
な

社
会
状
況
を
勘
案
し
、
平
成
23
年

度
、
平
成
25
年
度
の
２
回
に
分
け

て
、
掛
金
引
上
げ
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
、
本
来
の
掛
金

水
準
に
戻
す
取
り
扱
い
と
し
て
、

平
成
25
年
４
月
よ
り
、「
４
月
１

日
以
降
の
始
期
契
約
よ
り
、
新
た

な
掛
金
」
に
て
、
取
り
扱
い
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

契約者負担額
（共済掛金） 契約者負担額

（共済掛金）

平成20年度に
大幅引下げ

平成23年度に
引上げ

平成25年度に本来
の水準に引上げ

累計収支残等

契約者負担額
（共済掛金）

累計収支残等

契約者負担額
（共済掛金）

〈今回の改定〉

開催日 講座内容 講　　師 講座料金

３月５日（火）
10時～12時

伝える、伝わる話し方
～相手に届く声の出し方と話し方
のコツ～

ワーク・ライフ・バランス
かごしま主宰

　平　野　トシミ
2,000円

３月12日（火）
10時～12時

自分を癒す経絡マッサージ
～代謝をあげて免疫力アップ～

NPO法人らくらく理事長
　中　村　雪　子 2,000円

３月19日（火）
10時～12時

スタイリッシュレッスン
～ウオーキング＆ファッションア
ドバイス～

ファッション＆ウオーキン
グディレクター

　赤　岩　広　志
2,000円

３月26日（火）
10時～12時

輝く私のカラーレッスン
～カラーセラピーで心のお掃除～

Color　Qualia代表
　小浜田　倫　子 2,000円
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お
灸
も
気
持
ち
よ
く
、
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

肩
凝
り
や
首
凝
り
の
原
因
の
多
く

は
、長
時
間
に
わ
た
る
パ
ソ
コ
ン
で
の

作
業
や
、ス
ト
レ
ス
、運
動
不
足
と
い
っ

た
日
常
生
活
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
際
は
、30
分

ご
と
に
モ
ニ
タ
ー
か
ら
離
れ
、長
時
間

に
わ
た
り
同
一
姿
勢
を

取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
肩
凝
り
や
首
凝

り
は
眼
鏡
が
合
わ
な
い

場
合
に
も
起
こ
り
ま
す
。

度
の
合
わ
な
い
眼
鏡
を

無
理
に
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

症
状
の
緩
和
に
は
、首

や
両
腕
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

肩
凝
り
や
首
凝
り
、五
十
肩
、寝
違

え
、頭
痛
、目
ま
い
な
ど
に
効
果
が
あ

る
ツ
ボ
で
す
。

　
「
井
」
と
は
井
戸
の
こ
と
で
、
水
が

湧
き
出
る
井
戸
の
よ
う
に
肩
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ボ
は
首
の
根
本
と
肩
先
の
ち
ょ

う
ど
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
。
乳
首

を
真
上
に
た
ど
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ 

で
す
。

　
「
肩
が
凝
っ
た
な
」
と
思
っ
た
と
き
、

自
然
に
こ
の
ツ
ボ
を
指
で
刺
激
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ツ
ボ
は
肩
と
は
反
対
の
手
を
使
っ

て
刺
激
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
左

の
肩
井
な
ら
右
手
の
中
指
を
垂
直
に

押
し
当
て
ま
し
ょ
う
。

薬
くすり

のネット販
は ん

売
ば い

教
きょう

育
い く

再
さ い

生
せ い

実
じ っ

行
こ う

会
か い

議
ぎ

　

ツ
ボ
の
紹
介
は
と
て
も
い
い
で

す
ね
。
攅
竹
と
は
初
め
て
聞
き
ま

し
た
が
、目
の
使
い
す
ぎ
の
多
い
私

に
は
ピ
ッ
タ
リ
。
目
が
疲
れ
る
前

に
ツ
ボ
押
し
を
し
た
い
で
す
。

（
姶
良
市
・
女
性
）

　
ニ
ュ
ー
ス
笑
ア
ッ
プ
は
毎
回
「
そ

う
だ
」
と
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

弱
者
の
視
点
か
ら
強
者
を
切
り
捨

て
る
の
っ
て
痛
快
で
す
よ
ね
。

（
南
さ
つ
ま
市
・
男
性
）

　

職
場
に
１
部
ず
つ
配
布
さ
れ
る
の

で
す
が
、い
つ
も
自
分
用
に
ろ
う
き
ん

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
１
部
い
た
だ
い
て
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ク
イ

ズ
当
選
者
の
中
に
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
知
っ
て
い
る
人
の
名
前
が
の
っ

て
い
る
の
で
、う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）

　

遠
隔
操
作
型
ウ
イ
ル
ス
の
記
事
、

こ
わ
い
で
す
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

時
代
、い
つ
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
が
使
わ

れ
る
か
、ま
た
警
察
の
取
り
調
べ
も
ど

ん
な
も
の
か
、本
当
に
こ
わ
い
で
す
。

（
出
水
市
・
男
性
）

　

働
く
者
の
ふ
ん
ば
り
が
報
わ
れ
る

世
の
中
に
２
０
１
３
年
は
な
っ
て
欲

し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
労
福
協

の
地
道
な
努
力
を
応
援
し
ま
す
。

　
　

 （
出
水
市
・
女
性
）

　

久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ
に
応
募
し

て
当
た
り
ま
し
た
。
図
書
カ
ー
ド

で
は
、旅
行
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
よ

く
買
い
ま
す
の
で
、今
回
も
そ
の
よ

う
に
使
う
予
定
で
す
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　

今
月
号
の
ツ
ボ「
攅
竹
」の
解
説
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
早
速
実

行
で
す
。
鼻
づ
ま
り
、
疲
れ
目
の

解
決
に
な
り
そ
う
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
お
年
玉
ゲ
ッ

ト
難
し
い
で
す
ね
。
も
う
何
年
に

な
る
か
な
！
）　
（
奄
美
市
・
男
性
）

　

労
金
（
川
内
支
店
）
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

置
い
て
あ
る
こ
と
に
初
め
て
気
付

い
て
、手
に
取
り
ま
し
た
。

（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）

　

医
師
の
処
方
箋
が
な
く
て
も
買

え
る
市
販
薬
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
が
原
則
禁
止
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
厚
生
省

省
令
が
有
効
か
ど
う
か
が
争
わ
れ

た
裁
判
で
、
さ
き
ご
ろ
最
高
裁
は

　

安
倍
首
相
を
本
部
長

に
、
首
相
官
邸
に
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。
安
倍
政

権
は
公
約
で
教
科
書
検
定

基
準
の
「
抜
本
的
な
改

善
」
な
ど
を
掲
げ
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
実
現
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
侵
略
戦
争
を
肯
定
す

る
「
新
し
い
歴
史
教
科
書

を
つ
く
る
会
」
元
会
長
の

八
木
秀
次
高
崎
経
済
大
学

教
授
や
、
沖
縄
戦
で
の
集
団
自
決

強
要
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
作

家
の
曽
根
綾
子
氏
ら
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

④
肩
井
（
け
ん
せ
い
）

鍼
灸
師　

伊
藤
　
直
子

現
代
人
を
癒
や
す
ツ
ボ

「
無
効
」
と
の
判
断
を

下
し
ま
し
た
。
訴
え
て

い
た
ネ
ッ
ト
販
売
業
者

ら
は
即
日
、
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。し
か
し
、

市
販
薬
の
中
に
は
副
作

用
の
リ
ス
ク
が
高
い
も

の
も
あ
り
、
安
全
性
へ

の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

ボ
ー
ル
遊
び
を
一
緒
に
行
い
、
子
ど

も
達
も
大
喜
び
で
し
た
。
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県
労
福
協
で
は
、
昨
年
か
ら
開
発

途
上
国
の
子
ど
も
の
教
育
や
貧
困
解

消
支
援
を
目
的
と
し
て
、「
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
子
ど
も
教
育
支
援
」
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
１
月
30

日
か
ら
２
月
３
日
ま
で
の
日
程
で
11

名
で
訪
問
し
、
寺
子
屋
４
カ
所
で
教

科
書
の
贈
呈
と
子
ど
も
達
と
の
交
流

を
し
ま
し
た
。

て
、
寺
子
屋
教
室
の
生
徒
全
員
に
貸

し
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
非
公
式
教
育
用
教

科
書
の
内
容
が
改
訂
さ
れ
、
科
目
ご

と
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
内
３
カ
所
、
隣
県
カ
ン
ダ
ー
ル

の
村
１
カ
所
で
実
施
し
て
い
る
寺
子

屋
教
室
で
、
基
礎
的
な
読
み
書
き
、

計
算
、
健
全
な
社
会
生
活
を
送
る
た

め
の
知
識
を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
達

に
、
新
し
く
発
行
さ
れ
た
国
語
、
算

数
、
保
健
衛
生
、
生
活
の
４
冊
を
貸

し
出
し
て
、
家
庭
で
予
習
復
習
が
で

き
る
よ
う
に
し
、
学
習
効
果
の
向
上

を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
達
と
交
流

し
た
。
当
日
は
最
近
の
韓
国
料
理
の

人
気
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う

に
、
地
域
労
福
協
料
理
教
室
と
し
て

は
久
々
の
大
人
数
の
22
名
の
参
加
が

あ
り
、
賑
や
か
な
料
理
教
室
と
な
り

ま
し
た
。
チ
ェ
さ
ん
と
イ
さ
ん
の

韓
国
人
ご
夫
妻
を
講
師
に
、
チ
ヂ
ミ

や
チ
ャ
プ
チ
ェ
な
ど
４
種
類
の
韓
国

料
理
に
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
中
で

も
チ
ヂ
ミ
は
、
日
本
の
お
好
み
焼
き

に
近
い
料
理
で
す
が
、
意
外
だ
っ
た

の
は
、
油
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
焼
く

こ
と
に
よ
り
、
外
は
カ
リ
ッ
と
中
は

モ
ッ
チ
リ
と
仕
上
が
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
こ
れ
に
は
、
参
加
者
全
員

大
い
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
欲
張
っ
て
４
品
の

メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
た
た
め
、
調
理

に
時
間
が
か
か
り
ち
ょ
っ
と
大
変
で

し
た
が
、「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来

年
も
参
加
し
ま
す
。」
と
い
う
う
れ

し
い
声
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で

き
た
料
理
教
室
で
し
た
。

北薩地域労福協 
会　長

上薗　哲也

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、日
本
の
経
済
状
況
は
、新
自

由
主
義
社
会
の
崩
壊
か
ら
未
だ
立
ち

直
る
事
が
出
来
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、労

働
組
合
運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
に

求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
我
々
に
と
っ

て
労
福
協
運
動
は
、あ
ま
り
目
立
た
な

い
存
在
で
は
あ
り
ま
す
が
、生
活
の
根

幹
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
労
福
協
運

動
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、様
々
な
価
値

観
を
包
括
的
な
評
価
の
中
で
考
慮
し
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
何
が
共
通
の
価

値
で
あ
る
か
を
見
極
め
る
事
で
あ
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
労
福

協
運
動
の
更
な
る
推
進
、そ
し
て
何
よ

り
本
年
が
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

前
月
号
（
新
年
号
）
で
各
地
域
労

福
協
会
長
あ
い
さ
つ
を
掲
載
し
た

た
め
、各
地
協
報
告
の
記
事
が
、少

し
以
前
の
内
容
報
告
に
な
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
ま
す
。

地
域
労
福
協
会
長
か
ら

年
頭
の
あ
い
さ
つ（
前
号
か
ら
つ
づ
く
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
支
援

先生の包丁さばきに見入る参加者

皆
さ
ん
か
ら
の
カ
ン
パ
30
万
円
で
教

科
書
購
入

　

県
労
福
協
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子

ど
も
の
教
育
や
貧
困
解
消
支
援
の
た

め
に
、
今
後
５
年
間
を
目
途
に
カ
ン

パ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
カ
ン
パ

は
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
で
、

30
万
円
（
昨
年
末
現
在
）
の
浄
財
が

集
ま
り
ま
し
た
。
計
画
通
り
カ
ン
パ

金
で
主
要
な
教
科
書
４
冊
を
購
入
し

介
護
教
室
を
開
催

【
南
薩
地
域
労
福
協
】

　

指
宿
さ
が
ら
病
院
の
理
学
療
法

士
、厚
地
芳
仁
先
生
を
講
師
に
招
き
、

介
護
教
室
を
九
州
労
働
金
庫
指
宿
相

談
セ
ン
タ
ー
で
10
月
13
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
動

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
の
介
護
ベ
ッ

ド
も
搬
入
し
、
参
加
者
同
士
で
介
護

者
・
要
介
護
者
と
な
っ
て
実
践
も
交

え
て
の
本
格
的
な
講
義
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
は
介

護
だ
け
に
限
ら
ず
、
参
加
者
か
ら
の

身
体
の
相
談
（
腰
痛
等
）
に
も
、
対

処
法
・
予
防
法
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
も

交
え
て
楽
し
く
た
め
に
な
る
講
義
と

な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
最
後
に
、
先
生
か
ら
「
要

介
護
者
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
介
護
を

し
て
い
る
方
も
、
非
常
に
大
き
な
心

の
負
担
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
よ
う
な
方
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

思
い
を
寄
せ
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と

で
す
」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
参
加
者

全
員
、
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

料
理
教
室
を
開
催

【
北
薩
地
域
労
福
協
】

　

11
月
23
日
、
料
理
教
室
を
開
催

し
、
今
回
は
韓
国
料
理
に
挑
戦
し
ま

寺小屋でジャンケンの歌を教えました

▲大縄飛びで大はしゃぎ
折り紙を丁寧に教えました▶

ボ
ー
ル
遊
び
を
一
緒
に
行
い
、
子
ど

も
達
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

セ
ン
ソ
ク
ス

ラ
ム
の
寺
子
屋

（
登
録
児
童
数

63
名
）
で
、
子

ど
も
達
と
縄
跳

び
や
折
り
紙
、



月曜～金曜    10：00 ～ 19：00
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（祝日は休業）
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
３
年
３
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
名
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

１
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

107
通
で
、
107
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀
「
鶯
」
は
「
ウ
グ
イ
ス
」
ま
た
は
「
オ
ウ
」
と
読
ん

で
く
だ
さ
い
。
二
重
ワ
ク
の
５
文
字
を
う
ま
く
な
ら
べ
る
と
言
葉

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。
答
え
の
ヒ
ン
ト
・
中
の
絵
。

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
お
湯
を
注
い
で
少
し
待
っ

て
ツ
ル
ツ
ル
食
べ
る

４
　
逃
げ
腰
、
…
…
足
立
つ

６
　
…
…
に
働
く
、
筆
…
…
な

人

７
　
…
…
の
廊
下
（
板
を
踏
む

と
あ
る
鳥
の
鳴
く
よ
う

な
音
を
発
す
る
）

８
　
そ
の
年
の
春
、
初
め
て
鳴

き
ま
す

10
　
背
中
に
脂
肪
の
コ
ブ
が
あ

る
動
物

12
　
直
立
二
足
歩
行
が
特
徴

14
　
人
が
集
ま
っ
て
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
つ

15
　
十
二
支
で
は
「
き
の
え
」

と
も
読
み
ま
す

16
　
…
…
左
往
す
る

19
　
将
来
。
も
っ
と
…
…
の
話

だ

21
　『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
の
生
み
の

親
で
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
大
仏
で
有
名
な
神
奈
川
県

の
古
都

２
　
…
…
に
す
る
ネ
イ
ル
ア
ー

ト

３
　
面
子
の
読
み
方
。
元
は
中

国
語

４
　
赤
ち
ゃ
ん
の
マ
イ
カ
ー

５
　
大
工
道
具
の
一
つ

８
　
元
は「
皮
膚
」で
す
が
、「
気

質
」
の
意
味
も

９
　
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
す
る

女
性
の
こ
と

11
　
…
…
を
い
と
わ
な
い

13
　
そ
れ
で
、
…
…
見
通
し
が

つ
い
た

15
　
互
い
に
気
心
が
通
じ
合
う

17
　
消
費
者
は
…
…
だ

18
　
横
に
な
っ
て
寝
る
こ
と

20
　
独
立
国
日
本
に
…
…
は
い

ら
な
い

答え「カガミビラキ」
 　　（鏡開き）

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

馴
松　
　

保　
　

吉
村　

育
子

　

寺
田
三
千
舞　
　

段
下　

竜
一

　

坂
下　

恭
子　
　

吉
冨　

一
嘉

　

川
元　

頼
子　
　

川
口　
　

平

　

窪
田　

真
紀　
　

竹
本　

卓
司

　

松
井　

薫
子　
　

川
畑　
　

博

　

山
野
由
美
子　
　

平
井　

孝
実

　

上
山　

成
子　
　

前
田　

潤
一

　

松
尾　

正
信　
　

上
野　

晴
郎

　

政　

久
美
子　
　

家
村　

芳
喜

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します

まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

上記の地区以外の労働相談は 0120-154-052

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別
途費用がかかる場合があります。


